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みんなでごみをヘラスンジャー渇秋も深まり、気温も下がり、冬物衣料が活躍する季節となりました。
新しい物を買う前に、押し入れに眠っているまだ着られる衣料もきちんと確かめて、大事に着ましょ
う。
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怯
先
進
の
道

　

演
歌
歌
手
の
三
山
ひ
ろ
し
が
ル
ネ
こ
だ

い
ら
に
登
場
。
ビ
タ
ミ
ン
ボ
イ
ス
と
呼
ば

れ
る
心
に
響
く
ぬ
く
も
り
の
声
を
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１１

２５

１１

　

分
開
演　

午
後
３
時　

分
開
演

３０

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

Ｓ
席
５
千
５
百
円
、
Ａ
席
４
千

５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　

目　

お
岩
木
山
、
四
万
十
川
、
男
の

流
儀
、
長
編
歌
謡
浪
曲
ほ
か

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
怯
金
管
五
重
奏
の
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス

と
サ
ッ
ク
ス
の
キ
ツ
ネ
た
ち

　

動
物
た
ち
が
織
り
成
す
不
思
議
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の
絵
本
」
の

世
界
へ
よ
う
こ
そ
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
・
祝
）　

午
後

１１

２３

音

楽

の

絵

本

２
時
開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

大
人
２
千
円
、
子
ど
も
（
３
歳

～
中
学
生
）
１
千
円
（
全
席
指
定
）

※
３
歳
未
満
ひ
ざ
上
無
料
。

曲　

目　

交
響
組
曲
第
１
楽
章
ロ
ン
ド
、

白
雪
姫
よ
り
「
ハ
イ
・
ホ
ー
」、
マ
ン
ボ
ナ

ン
バ
ー
５
、
ゆ
り
か
ご
の
唄
、
ラ
プ
ソ
デ

ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
ほ
か

出　

演　

金
管
五
重
奏
「
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン

ブ
ラ
ス
」、
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
「
サ
キ
ソ
フ

ォ
ッ
ク
ス
」、
ピ
ア
ノ
「
弦
う
さ
ぎ
」

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
と　

き　
　

月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

１１

１４

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

１
千
円
（
全
席
指
定
）

出　

演　

立
川
志
ら
乃
、
立
川
平
林
、
立

川
ら
く
人

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

家
元
七
回
忌
追
善

落
語
立
川
流
の
会

ル
ネ
・
お
笑
い
演
芸
館

 　

中
央
公
民
館
の
連
続
講
座
「
ジ
ュ
ニ
ア

大
学
」
で
制
作
し
た
ア
ー
ト
作
品
な
ど
の

展
示
と
、
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

小
平
ふ
る
さ
と
村

怯
展
示

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
～　

日
（
水
）

１１

２５

２９

▽
つ
な
げ
て
あ
そ
ぼ
う
水
の
み
ち
…
小
平

の
用
水
を
テ
ー
マ
に
現
代
美
術
家
の
武
藤

亜
希
子
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た

作
品

▽
小
平
ア
ー
ト
郵
便
局
…
郵
便
は
が
き
を

通
し
た
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

▽
小
平
ぷ
ち
ま
っ
ぷ
…
ふ
る
さ
と
村
の
地

図
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

▽
灯
リ
ウ
ム
…
昔
の
灯
り
を
テ
ー
マ
に
、

当
時
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
る
作
品

怯
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
そ
う
だ
、
小
平
を
買
お
う

　

直
売
所
を
モ
デ
ル
に
し
た
建
物
で
、
小

枝
な
ど
を
材
料
に
し
た
作
品
の
制
作
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使
え
る
通
貨「
だ
い
ら
」

を
用
意
し
て
「
買
い
物
」
を
通
し
た
交
流

を
再
現
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１１

２５

２６

　

午
前　

時
～
午
後
３
時　

分

１０

３０

▽
灯
リ
ウ
ム　

小
平
昔
語
り

　

園
内
の
古
民
家
内
で
の
昔
語
り
を
体
験

発
見　

こ
だ
い
ら

ふ
る
さ
と
を
ア
ー
ト
で
つ
な
ぐ

小
平
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
き
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

陰
午
前　

１１

２５

１１

時
～　

時　

分
、
隠
午
後
１
時　

分
～
２

１１

３０

３０

時▽
ア
ー
ト
郵
便
局　

小
平
を
送
ろ
う

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー
ト
は
が
き
を
制
作
し

ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１１

２５

２６

　

陰
午
前　

時　

分
～
午
後
０
時　

分
、

１１

３０

３０

隠
午
後
２
時
～
３
時

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

  
怯
小
平
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
協
会　

第

　

回
定
期
演
奏
会　

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

２３と　

き　
　

月　

日
（
木
・
祝
）　

午
後

１１

２３

２
時
開
演　

１
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

内　

容　

時
代
、
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り
、

マ
ン
ド
リ
ン
酒
場
の
夜
ほ
か

問
合
せ　

青
木
緯　
（
３
４
２
）０
８
０
３

０４２

怯
小
平
市
三
曲
協
会　

第　

回
三
曲
演
奏

３４

会と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１１

２５

開
演　

０
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

内　

容　

千
鳥
の
曲
、
近
江
八
景
ほ
か

問
合
せ　

大
谷
緯
０
４
２
（
４
６
７
）
８

小
平
市
文
化
協
会

第　

回
小
平
市
民
文
化
祭

５５
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３
５
３

怯
小
平
市
歌
謡
連
盟　

歌
謡
祭

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
後
０
時

１１

２６

　

分
開
演　

正
午
開
場

３０と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

内　

容　

流
行
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
、
映
画
主

題
歌
な
ど
、
約　

曲
を
歌
う

５０

問
合
せ　

柴
田
緯　
（
３
２
７
）０
９
５
４

０４２

怯
小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団　

第　

回
定
期

３２

演
奏
会

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
後
３
時

１１

２６

開
演　

２
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

内　

容　

吹
奏
楽
の
た
め
の
第
一
組
曲

（
Ｇ
．
ホ
ル
ス
ト
）
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｎ
．
ヘ
ス
）
ほ
か

出　

演　

和
田
貴
嗣
（
指
揮
）

※
入
場
券
を
ル
ネ
こ
だ
い
ら
、
公
共
施
設

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

 

検
索　

小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団

問
合
せ　

白
井
緯
０
９
０
（
９
３
１
６
）

９
０
９
１
（
夜
間
の
み
）

怯
小
平
・
市
民
オ
ペ
ラ
協
会　

第　

回
定

３１

期
公
演　
「
歌
劇
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」（
小

平
版
）

と　

き　
　

月
３
日
（
日
）　

午
後
３
時

１２

開
演　

２
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

内　

容　

Ｗ
．
Ａ
．
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

の
オ
ペ
ラ
を
日
本
語
で
上
演

問
合
せ　

島
田
緯
０
９
０
（
４
４
５
６
）

７
５
９
３

HP

怯
激
動
の
２
０
１
８
年　

政
局
を
読
み
、

民
主
主
義
を
問
う

　
　

月　

日
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
執
行

１０

２２

さ
れ
、
政
界
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
国
内

外
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
る
今
、
政
府
の

意
思
決
定
が
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

元
読
売
新
聞
の
記
者
で
、
現
在
は
テ
レ

ビ
な
ど
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
大
谷
昭
宏
さ
ん
が
、
熱
く
語
り

ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

１１

１１

～
４
時　

１
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定　

員　

４
百
人

※
東
京
都
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
小
平
市
入
賞
作
品
を
会
場
に
展
示
し

ま
す
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
７
６

 　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
も
言
わ
れ
る
二

酸
化
炭
素
の
性
質
に
つ
い
て
実
験
し
、
実

み
ん
な
で
本
気
の
理
科
実
験

環
境
学
習
講
座

験
を
通
し
て
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
後
２
時

１１

２６

～
４
時

と
こ
ろ　

小
平
第
三
小
学
校
理
科
室

費　

用　

５
百
円

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
以
上

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
。

定　

員　
　

人
３６

講　

師　

松
延
康
さ
ん
（
理
科
教
育
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
夢
・
サ
イ
エ
ン
ス
代
表
）

申
込
み　
　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
住

１１

１７

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
環
境
政
策
課
へ

（
先
着
順
）
緯　
（
３
４
６
）９
８
１
８
、
死

０４２

kankyoseisaku@
city.kodair

              
           a  

.lg.j

     p  

 
怯
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

地
域
の
備
え
の

確
認
を

　

災
害
の
時
に
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
に
ど
の
よ
う
な
備
え
が
あ
る
か
、
自

分
の
足
で
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
電
気

見

学

会

災
害
と
再
エ
ネ

　

平
成　

年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学

３０

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
、
左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

な
お
、
入
学
通
知
書
は
平
成　

年
１
月

３０

中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

学
務
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

７
０

怯
学
習
講
座　
「
え
と
」の
は
ん
こ
を
作
ろ

うと　

き　
　

月
２
日
（
土
）　

午
前　

時

１２

１０

～　

時　

分

１１

３０

対　

象　

小
学
生
（
親
子
可
）

定　

員　
　

人
３０

持
ち
物　

筆
記
用
具
（
お
持
ち
の
方
）

申
込
み　
　

月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、
ふ

１２

れ
あ
い
下
水
道
館
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

緯　

（
３
２
６
）
７
４
１
１

０４２

 
怯
第　

回
多
摩
北
部
５
市
美
術
家
展

３０

　

多
摩
北
部
５
市
（
小
平
市
、
東
村
山
市
、

東
久
留
米
市
、
西
東
京
市
、
清
瀬
市
）
を

代
表
す
る
著
名
な
美
術
家
の
展
覧
会
を
清

瀬
市
で
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
火
）
～　

月
３
日

１１

２８

１２

（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（　

月
１２

３
日
（
日
）
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
瀬
市
郷
土
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
清
瀬
市
上
清
戸
２
―
６
―　

）
４１

主　

催　

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
域

協
議
会

企
画
・
運
営　

多
摩
北
部
５
市
美
術
家
展

実
行
委
員
会

多
摩
六
都

フ
ェ
ア

問
合
せ　

清
瀬
市
郷
土
博
物
館
緯
０
４
２

（
４
９
３
）
８
５
８
５

 
怯
学
生
た
ち
の
福
島
被
災
地
訪
問　

被
災

地
に
思
い
を
寄
せ
て

　

白
梅
学
園
大
学
を
中
心
と
し
た
学
生
が

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
福
島
の
現
状
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
講
演
会

を
企
画
し
ま
し
た
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
後
１
時

１１

２６

　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
和
室
ホ
ー
ル

内　

容　

学
生
の
福
島
訪
問
報
告
、
浪
江

ま
ち
物
語
つ
た
え
隊
の
ア
ニ
メ
上
映
と
紙

芝
居
、
被
災
さ
れ
た
方
の
体
験
談

主　

催　

福
島
復
興
支
援
実
行
委
員
会

協　

賛　

浪
江
ま
ち
物
語
つ
た
え
隊
、
ふ

く
し
ま
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
こ
だ

い
ら

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

緯　

（
３
４
６
）
９
８
０
９

０４２

 　

小
平
駅
南
口
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
花
壇
の
植
え
替
え
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ

ま
で
花
壇
に
咲
い
て
い
る
花
株
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
残
さ
れ
た
花
期
は
短
い

で
す
が
、
ご
自
宅
の
彩
り
に
い
か
が
で
す

か
。 市

民
活
動
支
援
公
募
事
業

花
株
を
無
料
配
布

※
花
株
を
入
れ
る
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

と　

き　
　

月　

日
（
火
）　

午
前　

時

１１

１４

１０

～
午
後
４
時

※
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
。

※
雨
天
の
場
合
は　

日
（
水
）
に
順
延
。

１５

と
こ
ろ　

小
平
駅
南
口
花
壇
（
狭
山
・
境

緑
道
沿
い
）

問
合
せ　

道
路
課
緯　

（
３
４
６
）
９
８

０４２

２
４

 　

市
で
は
、
公
園
や
道
路
な
ど
で
清
掃
活

動
や
緑
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
緑
や
花
に
囲

ま
れ
た
、
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

活
動
に
必
要
と
な
る
、
ほ
う
き
、
ち
り

と
り
、ご
み
袋
な
ど
は
市
が
提
供
し
ま
す
。

内　

容　

公
園
や
緑
地
、
緑
道
や
歩
道
で

の
清
掃
活
動
や
緑
化
活
動

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
５
６
、
道
路
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
４

 
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

障
が
い
の
あ
る
方

応
募
作
品　

絵
画
、
習
字
、
陶
器
、
手
芸
、

公
園
・
道
路
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

個
人
作
品
を
募
集

障
が
い
者
作
品
展

写
真
ほ
か

※
作
品
展
終
了
後
、
作
品
は
返
却
し
ま

す
。

※
作
品
展
の
管
理
・
運
営
上
、
お
受
け
で

き
な
い
作
品
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
　

月
６
日（
月
）か
ら　

日（
月
）

１１

１３

ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ
持
参

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
健
康
福
祉

事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
４
１

０４２

 
応
募
資
格　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、

３０

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
中
学
校
卒
業
（
見

１５

１７

込
み
を
含
む
）
の
男
子

試
験
日
（
一
次
）　

平
成　

年
１
月　

日

３０

２０

（
土
）

※
入
校
と
同
日
に
特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）
と
な
り
、
生
徒
手
当
（
月
額　
１０

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
生
徒
課
程
修

了
時
に
は
、
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。

申
込
み　

平
成　

年
１
月
９
日
（
火
）
ま

３０

で
（
必
着
）
に
、
問
合
せ
先
へ

※
推
薦
採
用
試
験
を
希
望
す
る
方
は　

月
１２

１
日（
金
）ま
で（
必
着
）。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
・

国
分
寺
募
集
案
内
所
緯　

（
３
２
４
）
１

０４２

０
１
０ 高

等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集

陸
上
自
衛
隊

が
使
え
る
場
所
、
水
を
確
保
で
き
る
場

所
、
避
難
場
所
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ

と
は
、
非
常
時
の
行
動
を
決
定
づ
け
る
も

の
と
な
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
知
識

は
、
被
災
後
の
困
難
な
生
活
を
緩
和
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　

程　

右
表
の
と
お
り

定　

員　

各　

人
２０

主　

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ

ー
、
小
平
市　

※
小
平
市
い
き
い
き
協
働
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　
　

月　

日
（
水
）
ま
で
に
、
住

１１

２２

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
問
合
せ
先
へ（
電

話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ

ー
・
西
村
緯
０
９
０
（
４
８
２
０
）
０
７

５
６
、
死kodaira.solar

             @  

gm
ail.

  
     

co   m  コースと　き

美園地域センター－農家
訪問－小平第二小（一時
避難場所）－市民共同発
電所５号機「むさし」（仲
町）－美園地域センター

１１月２３日（木・祝）
午前１０時　
美園地域センター前
集合

津田公民館－市民共同発
電所２号機「やまびこ」
（津田町）－津田第二水
源－小平第四小（一時避
難場所）－市民共同発電
所１号機（学園西町）

１１月２５日（土）
午前１０時　
津田公民館前集合

※いずれも正午まで。

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

表２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

※普通会計ベース。他家の数値は、２６市の総計をもとに小平市の人口規模に合わせて算出しました。
１万分の１に縮尺、１万円が実際の１億円になります。

決算の特徴
小平市には、一般会計のほかに４つの特別会計（国
民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業、
下水道事業）があり、歳入合計が前年度比１．１％増、
歳出合計が前年度比０．６％の増となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入
では、市税や市債は減となりましたが、国庫支出金
や都支出金などが増となったため、前年度比０．７％
の増となりました。
一方、歳出では、民生費、衛生費などは増となりま
したが、総務費や土木費、教育費などが減となり、
前年度比０．０％の減となりました。

小平家・他家（２６市平均）の家計簿
一般会計決算を家計に例えて、小平市と多摩地区の
他市を、小平家と、同じ人数の他家として１年間の
家計簿を作成しました（表２参照）。
小平家は、家族の人数が同じ他家に比べて、収入、
支出とも小さな額になりました。その要因は、収入
規模に見合う支出に抑え、コンパクトな家計にして
いるためです。市税（給料）などが少ない分、人件
費（生活費）や扶助費（学費・医療費）、普通建設事
業費（家屋の増改築）などは、他家に比べ少ない額
で賄っています。

小平市の財政指標
小平市の財政指標は表３のとおりです。健全化判断
比率は各指標とも健全な数値となっています。経常
収支比率は９０％を超える数値で推移しており、財政
は硬直化しています。

１年間の支出１年間の収入
他家小平家支出内容他家小平家収入内容
９８万円９０万円人件費（生活費）３２８万円３０７万円市税（給料）

２１０万円１９７万円扶助費
（学費、医療費）４８万円４６万円各種譲与税、交

付金（諸手当）

３８万円３４万円公債費
（ローン返済金）２１万円１５万円

分担金・負担金、
使用料および手
数料（アルバイ
ト収入）

１０７万円９６万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

２３３万円２0４万円
地方交付税・国・
都支出金（実家
からの仕送り）

６７万円６９万円補助費等
（自治会費）１０万円６万円財産収入

（古物売払い）

２５万円１５万円積立金（貯金）２４万円１２万円繰越金
（財布の中身）

７７万円７５万円繰出金（仕送り）６６４万円５９０万円稼ぎの計

７３万円３９万円普通建設事業費
（家屋の増改築など）２１万円２６万円繰入金

（貯蓄取り崩し）
３０万円１６万円市債（ローン借入金）

６９５万円６１５万円支出計７１５万円６３２万円収入計

グラフ１　一般会計歳入・歳出の状況
歳入 歳出

人件費
91億9,422万円(14.9%)

扶助費
194億4,106万円(31.6%)

公債費
33億9,869万円(5.5%)
物件費
95億6,774万円(15.6%)
補助費等
69億8,691万円(11.4%)
繰出金
74億7,000万円(12.1%)
普通建設事業費
34億7,650万円(5.7%)積立金など

19億9,477万円(3.2%)

市税
306億4,475万円
(48.5%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
91億1,569万円(14.4%)

国庫支出金
110億255万円(17.4%)

都支出金
88億3,128万円(14.0%)

使用料および手数料、繰入金など
26億3,830万円(4.2%) 市債（臨時財政対策債を除く）

9億4,030万円(1.5%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

主な事主な事業業

説　　　明平成２８年度
（平成２７年度）項　　目

財政力の強弱を示す数値です（上段：３か年平均、下段：単年度）。単年度で１を超えるほど財源に余裕があり、普通交付税の不交付
団体となります。平成２８年度は、全国では、１,７１８市町村のうち７６市町村が不交付団体です。

０．９７６（０．９６６）
０．９８２（０．９７６）財政力指数

地方公共団体の財政構造の弾力性を測定する比率です。おおむね７０％〜８０％の間に分布するのが望ましく、８０％を著しく超える団体
は、財政硬直化の傾向があると考えられます。

９４．９％
（９１．８％）経常収支比率

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１１．６２％を超えると警戒ラインです。―（―）実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１６．６２％を超えると警戒ラインです。―（―）連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（３か年平均）。２５．０％を超えると警戒ラインです。０．６％（１．１％）実質公債費比率
一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。３５０．０％を超えると警戒ラインです。―（―）将来負担比率
下水道事業特別会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０．０％を超えると警戒ラインです。―（―）資金不足比率

※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定されないことを表します。

表３　小平市の財政指標

グラフ３　基金現在高の推移

基金現在高は平成２６年度から２８年度まで
の３年間で３億円増加し、１０９億円にな
りました。
市民一人当たりで見ると約５万８千円に
なります。

（円）

0億

20億

40億

60億

80億

100億

120億

282726 （年度）

113億

44億

22億

9億

38億

109億106億

37億

21億

10億

38億
25億

10億

21億

53億

その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

前年度比（％）歳　　出前年度比（％）歳　　入区　　分
△０．０６１５億３千万円０．７６３１億７千万円一般会計
△０．９２０１億６千万円△１．１２０４億円国民健康保険事業

特
別
会
計

３．９３９億４千万円４．１３９億９千万円後期高齢者医療
１．９１１８億６千万円２．７１２１億４千万円介護保険事業
１１．５４０億８千万円９．９４３億４千万円下水道事業
０．６１,０１５億８千万円１．１１,０４０億３千万円合　　　計

※端数四捨五入により合計が合わない場合があります。

表１　平成２８年度一般会計・特別会計４事業の決算状況

安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして
煙被災者用備蓄の整備
煙避難所へのマンホールトイレの整備
煙鈴木遺跡国指定史跡化などの推進
快適で、ほんわかとするまちをめざして
煙太陽光発電日本一への推進
煙緑の保護と緑化の推進
煙魅力ある公園づくりの推進
煙公共下水道雨水整備の推進
健康で、はつらつとしたまちをめざして
煙十小学童クラブ第三の新設
煙認可保育園（私立保育園）の新設
煙妊婦健康診査の充実
煙地域包括ケアシステムの推進
煙生活困窮者への支援の充実
煙学校施設の整備
煙学校体育館の防災機能強化
煙特別支援教育の充実
煙東京オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けた
気運醸成
住みやすく、希望のあるまちをめざして
煙都市計画マスタープランの改定
煙小平都市計画道路３・４・２３号線の整備
煙道路整備事業の充実
煙道路構造物の老朽化対策
煙観光まちづくりの推進
煙農業振興事業
煙商業振興事業
煙子育て中の女性の就労促進事業
健全で、進化するまちをめざして
煙社会保障・税番号制度に係るシステム改修
煙公共施設マネジメントの推進
煙地方公営企業会計への移行

と　き（平成３０年）小学校名
２月２７日（火）
午後２時から小平第一小学校

２月６日（火）
午後２時５０分から小平第二小学校

２月１５日（木）
午後２時から小平第三小学校

２月１５日（木）
午後２時から小平第四小学校

２月２３日（金）
午後２時１０分から小平第五小学校

２月２０日（火）
午後２時から小平第六小学校

１月２５日（木）
午後２時３０分から小平第七小学校

２月２２日（木）
午後２時３０分から小平第八小学校

２月８日（木）
午後２時３０分から小平第九小学校

２月８日（木）
午後２時から小平第十小学校

２月２２日（木）
午後２時から小平第十一小学校

２月１９日（月）
午後３時から小平第十二小学校

２月８日（木）
午後２時３０分から小平第十三小学校

２月９日（金）
午後２時３０分から小平第十四小学校

と　き（平成３０年）小学校名
２月２２日（木）
午後２時から小平第十五小学校

２月１５日（木）
午後３時から花小金井小学校

２月６日（火）
午後２時３０分から鈴木小学校

２月１６日（金）
午後２時３０分から学園東小学校

２月８日（木）
午後２時３０分から上宿小学校

と　き（平成３０年）中学校名
２月６日（火）
午後３時から小平第一中学校

２月９日（金）
午後２時４５分から小平第二中学校

１月１９日（金）
午後２時３０分から小平第三中学校

２月２日（金）
午後４時から小平第四中学校

２月１６日（金）
午後２時４５分から小平第五中学校

２月１日（木）
午後３時から小平第六中学校

２月８日（木）
午後２時３０分から上水中学校

１月１３日（土）
午前１１時から花小金井南中学校
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グラフ２　市債現在高の推移

市債残高は、平成２６年度から２８年度まで
の３年間で３７億円減少し、３５４億円にな
りました。市民１人当たりで見ると約１８
万６千円になります。なお、平成２７年度
と平成２８年度については、土地開発公社
の借入残高はありませんでした。
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土地開発公社
下水道事業特別会計一般会計

財政事情の公財政事情の公表表平成
28年度

問合せ　財政課
緯042（346）9504

ふるさと納税で市の歳入が１億３７４万円の減となりました（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額１億４５９万円、市に寄付
されたふるさと納税額８５万円）。
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